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１ 事業概要 

 

本事業のねらいは、学習状況の把握を基に授業改善を実践し、「教科における言語活動の

充実を基盤として基礎的・基本的な知識・技能の習得を図るとともに、思考力・判断力・

表現力及び自ら学ぶ意欲や態度を育てる指導」の成果を普及することである。 

高等学校情報科においては、情報活用能力を育むため、特に「情報の科学的な理解」を

促進する指導内容の充実を目指して授業改善を進めてきた。 

改訂された学習指導要領の趣旨を実現するため、主体的・対話的で深い学びの実現を図

るために「アクティブ・ラーニング」の視点から授業改善に取り組んでいる。 

 

 
令和２年度 学力向上総合推進事業 

 

情報科授業力向上推進プロジェクト実施要項 
 
１ 目  的 
   共通教科情報科及び専門教科情報科の担当教員が相互連携を図りながら、ＩＣＴを

活用した効果的な授業形態について教材開発を含めた実践研究をする。 
 
２ 主  催  岐阜県教育委員会（学校支援課） 
 
３ 実施概要 
 (1) 学力向上プロジェクトや学力向上推進事業で過去に研究してきた成果を踏まえな

がら、情報の科学的な理解を促進するとともに、主体的・対話的で深い学びの実現を
図る授業の構築を行う。また、評価規準に基づいた授業評価を行い、生徒の健全な情
報活用能力の育成を図る。 

  (2) 研究成果をホームページ上で公開し、県内各高等学校への普及を図る。 
 
４ 実施方法 
   県立高等学校の教員２名により「授業力向上推進プロジェクト委員会」を組織し、

意見交流を図りながら、指導主事の指導助言を受けて授業実践研究を行う。 
 
５ 実施日程 
 

５月  授業改善委員の任命 
 

６月１６日 
【第１回委員会】 
 事業説明と研究の方向性についての協議 

６月～１２月 
 勤務校における研究計画の作成 
 勤務校における実践研究 

１２月１４日 
【第２回委員会】 
 研究授業、授業研究会 

１月２０日 
【第３回委員会】 
 研究授業、授業研究会 

３月１０日 
【第４回委員会】 
 研究成果の発表と課題の明確化 
成果の普及方法に関する協議 

３月 
 学力向上総合推進事業授業改善アクションプラン成果のホーム
ページ公開 
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２ 実践報告 

授業力向上推進プロジェクト委員による情報科における主体的・対話的で深い学びの

実現を目指し、身近な教材を活用したプログラミングの具体的な授業実践報告を記載す

る。 

 

（１）岐阜県立本巣松陽高等学校での実践事例  

 

１ 概要とねらい 

 新学習指導要領では、共通必履修科目として「情報Ⅰ」が新設され、プログラミング教

育を全生徒が学ぶことになる。プログラミング教育では、プログラムの記述方法を学ぶの

ではなく、問題解決をしながら、プログラミングを手段として利用するような授業が必要

となってくる。しかし、本校では、中学校で、プログラミングに少し触れた生徒もいれば、

まったく触れていない生徒もおり、プログラミングの知識を持った生徒は少ない。また、

指示されたことを入力することはできても、自ら考えプログラミングしプロトタイプを制

作することを経験した生徒も少ない。 

本実践では、micro:bitを用いて、普通科高校でのプログラミングを活用した問題解決

学習の実践研究である。 

 

２ 研究計画 

本校では、「社会と情報」２単位を 1 年生で実施し、「情報の科学」２単位を３年生の

選択科目として実施している。今回は、「情報の科学」を選択している普通科３年の１０

名で１０月末から１２月の約２か月間で実践した。 

 

８月～１０月 研究計画の作成、教材研究、学習指導案の作成 

１０月～１２月 授業実践 

１２月～１月末 研究成果のまとめ 

 

３ 実践内容 

 最初に、micro:bit の特徴を調べ、どんな機能を持っているかを確認させた後、ブロック

型のプログラミングについて学習させた。 

「学校生活をよりよくするために」というテーマを設定し、現状分析や問題の発見を行

った後、グループで micro:bitを用いてどのような仕組みが実現できるのかを考えさせた。

実現できることが思い浮かばない生徒には、教員が支援し、周りと相談しながら進めさせ

た。それをもとに、グループもしくは個人でプログラミングをし、プロトタイプを制作さ

せた。 

完成したグループから、プロトタイプを発表させた。また、ルーブリック表にもとづい

て自己評価・他者評価を行い、改善点を記入させた。発表後、他グループの評価や改善点

をもとに、さらなる改良を重ねるという流れで行った。 

今回は、選択科目の関係上、コンピュータ室の教育用パソコンやプロジェクターを使用

したが、今年度導入された学習支援システムMetaMoJiやWindowsタブレット端末Surface Go

を用いることで、グループでの議論や発表が容易になるため、生徒一人一人の現状に応じ

た授業が可能になる。 
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 図１ プログラム            図２ 発表用スライド 

 

 

 図３ 他者評価シート 

 

 

 図４ 自己評価シート 

 

４ 成果と課題 

 生徒が、学校生活の中から問題を発見し解決していこうとする中で、思考を深めること

ができた。本校では教育用パソコンを利用している関係上、MakeCode エディターで作成し

たプログラムの保存ができず、保存方法として、JavaScript形式もしくは Python形式で貼
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り付けて保存していた。そのため、プログラムのコードを記述せず、ブロック型で作成し、

保存する際に、プログラムのコードを初めて目にした生徒も多かった。その中で、プログ

ラムのコードを読み解くことに挑戦する生徒も見られ、ブロック型では作成しづらいとこ

ろは JavaScript等を用い、コードを記述しプログラムすることにも挑戦する姿が見られた。 

本校のような普通科高校の生徒に対して、micro:bitのような外部装置を用いることで成

果が見やすく、ブロック型のためプログラミングを学習しやすくなると感じた。また、ブ

ロック型と JavaScript や Python のコードによる記述の両方に対応しているため、生徒が

発展的な学習まで主体性をもって行うことが可能である。 

 課題としては、micro:bitのチュートリアルや活用に 6時間ほど確保したが、チュートリ

アルで使用したプログラムを使うグループも多く、自由な発想を出す機会を減らしてしま

った。最初のチュートリアルに使う時間を減らし、生徒に自由に触らせて発想させる時間

を増やすと良かった。また、グループによっては、課題の設定やプログラミングすること

に時間を取られて、プレゼンテーションに時間を割けず、発表のクオリティに差ができて

しまった。問題解決に入った時点で計画をしっかり立てさせ、プレゼンテーションの作成

時間や発表練習にも時間を回す必要があった。 

 

（２）岐阜県立岐阜各務野高等学校での実践事例  

 

１ 概要とねらい 

 高等学校の新学習指導要領の情報編では、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの

授業改善と「プログラミング的思考」などを育むプログラミング教育の実践が求められて

いる。小学校及び中学校の新学習指導要領においても「プログラミング的思考」の育成が

求められており、高等学校ではその学習のつながりを意識する必要がある。 

 また、文部科学省のホームページでは、人工知能（AI）、ビッグデータ、IoTなど技術が

高度化する Society 5.0 の社会を迎えるに当たって、学校の ICT 環境整備は極めて重要と

示されている。本県では今年度、タブレット端末、Office365ライセンスとリアルタイム授

業支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」を県立高校の全生徒に導入している。昨年度は普通

教室に電子黒板機能付きプロジェクターも導入されており、ICTを活用した探究的な学びを

大きく後押ししている。 

 本実践では、「主体的・対話的で深い学び」と「プログラミング的思考」を取り入れた

授業を計画しており、その授業の中で「ICTを活用した探究的な学び」も意識している。身

近にある問題解決をテーマにして教育向けのマイコンボード「micro:bit」を活用し、プロ

トタイピングを行う過程で上記の内容を達成することをねらっている。 

 

２ 研究計画 

１２月中旬 研究計画の作成、教材研究 

１月上旬 学習指導案の作成 

１月   授業実践 

１月下旬  研究のまとめ 

 

３ 実践内容 

（１）生徒観、指導観、教材観を基にした授業計画 

ア 生徒観 

国語、数学、英語の基礎力テストの結果から学力の格差がある集団であり、学習に

対する意欲にも差がある。(A)主体的な学習内容やグループ活動になると継続的に学
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習活動ができる傾向にあるが、(B)興味のもてない学習内容や難易度の高い課題にな

ると学習活動は停滞してしまう。学習活動の内容は十分に選定する必要があり、課題

の難易度が高くなる場合には丁寧な指導が必要である。 

イ 指導観 

本科目で中心的に取り扱われている「モデル化とシミュレーション」は、原理・理

論を形成するために、微分及び確率についての理解が必修であるが、原理・理論に執

着してしまうと、学習意欲を高めることはできないため、身近な事象のモデルなどの

生徒がわかりやすいと思える内容に注目をした。(C)「問題」とは何か、「解決」す

るとはどういうことなのかを考え、試行錯誤を重ね、結果を評価するなどの体験を繰

り返すことで生徒たちの経験的知識を増加させ、学習意欲の向上を図りたい。 

ウ 教材観 

本教材は、問題の発見から解決までの一連の作業を実際に行わせ、その過程や結果

から新たな問題の発見や解決に活かすことできるものとなっている。問題解決のため

のプロトタイプの作成に、教育向けのマイコンボード「micro:bit」を活用する。(D)

これまでの情報科目で培ったアルゴリズムとプログラムの知識を活用することがで

きるので、問題解決のためのアイデアを豊富に考えることが期待できる。グループ活

動を通してグループで協力しながら、主体的に問題解決の試行錯誤を重ね、体験的に

問題解決の仕組みを理解する。自分たちのアイデアを形にすることで問題解決能力を

高めていきたいと考えている。 

 

（２）授業展開 

ア 「micro:bit」の活用（１時間） 

ペア学習を行い、２人で１台の「micro:bit」を使用する。iPadアプリ［micro:bit］

を使い、「micro:bit」のもつボタンスイッチ、光センサー等を動かした。ここでは、

上記の下線(D)から「micro:bit」のもつ機能とプログラミングを確認し、次のアイデ

ア出しの準備を行った。 

イ アイデア出し（１時間） 

４人グループを構成し、このグループで発表までの活動を行った。ブレーンストー

ミングや KJ 法を使い、身近にある問題点を洗い出し、アイデアをまとめた。ここで

は、下線(A)(B)を考慮し、アイデア出しの前にユニークなアイデアで身近な問題を解

決しているプレゼンテーションを見本として見せた。それを参考にさせることでアイ

デア出しが活発になり、主体的な学習活動になることをねらっている。 

ウ 問題解決の基本的な手順（５時間） 

問題解決の基本的な手順を踏み、プロトタイプを作成した。ここでは、下線(A)を

意識して、グループ活動が活発になるようにプロトタイプの作成、プログラミング、

プレゼンテーションの準備などの役割分担を明確し、それぞれの作業の報告もさせる

ようにした。 

エ プロトタイピングの基本的な手順（５時間） 

プロトタイピングの手順を踏み、発表の準備をした。ここでは、下線(C)を意識し

て、教員は発表の練習で生徒に指摘をし、試行錯誤を重ねるように促した。 

オ 発表（１時間） 

問題解決のためのプロトタイプについて発表をした。ここでは、発表以外に生徒同

士で他者評価を行い、客観的な評価をすることで自己評価の正確性が高くなることを

ねらっている。 
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【各グループのプロトタイプ一覧】 

班 タイトル プログラミング技術 micro:bitの機能 

1 おみくじ 乱数、選択処理 LED、加速度センサー、ボタンスイッチ 

2 ミュージックプレイヤー 変数、選択処理 LED、加速度センサー、ボタンスイッチ、スピーカー 

3 気温と明るさ管理 変数、選択処理 LED、無線通信機能、温度センサー、明るさセンサー 

4 自動水やり機 変数、選択処理 LED、加速度センサー、モーター駆動 

5 万歩計 変数、繰り返し処理 LED、加速度センサー、ボタンスイッチ 

6 無線通信機能で会話 配列、変数、選択処理 LED、無線通信機能、加速度センサー、ボタンスイッチ 

7 バウンドボールゲーム 変数、選択処理 LED、ボタンスイッチ 

8 おみくじ＆相性診断 乱数、変数、選択処理 LED、ボタンスイッチ、スピーカー 

9 授業指名サポート機器 
独自関数、配列、乱数 

選択処理、繰り返し処理 

LED、ボタンスイッチ 

10 万歩計 
変数、選択処理 LED、加速度センサー、ボタンスイッチ、スピーカー、 

コンパス 

 

図１ 「自動水やり機」の制作 

 

図２ 「無線通信機能で会話」のプログラム 

 

図３ 「気温と明るさ管理」の発表 

 

図４ 「おみくじ」の発表 
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【ルーブリック】 

 

 

４ 成果と課題 

 「主体的・対話的で深い学び」については、プロトタイプを作成するにあたり、自ら取

組み、グループで協働する姿が終始見られ、主体的・対話的な学びを進めることができた。

深い学びでは、プロトタイピングの手順を踏み、発表の準備をしている場面でさらなる工

夫や発表の見せ方などを追及する姿が見られた。「プログラミング的思考」については、

これまでの情報科目の学習成果もあり、選択処理や繰り返し処理などを使い意図したプロ

トタイプを作成していた。配列や独自関数を使うなどの高度な技術に挑戦するグループも

いた。また、プロトタイプを実際に作成するなどの生徒が活動的に取組むことができる授

業は、生徒が主体的に取組む授業に変化していくと改めて気付くことができた。 

 課題としては、さらに生徒を主体的に取組ませることである。モチベーションや緊張感

を高めることで、さらに主体的なものに変わると考える。例えば、各グループの発表の直

後に教員からの講評時間を設けてよい点と努力を要する点をその場で伝えたり、企業にプ

レゼンする形式に変えるなどの取組みも考えていきたい。また、評価にルーブリックを取

り入れているが授業改善に合わせた評価に見直しをすることで、ねらいや目標を明確にし、

授業の質を向上させていきたい。アイデア出しは主体的な授業につながるための重要な部

分であるので、特に授業改善に努めたい。 
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３ 資料編 

（１）実践した各科目の単元指導計画及び学習指導案例 

 

① 本巣松陽高等学校 「情報の科学」単元指導計画 

 「プログラミング教育」 

時間数

□単元の目標

□学習活動における具体の評価規準と評価方法

課題を見つけ、自分なりの
考えを持つことができ、
micro:bitの特徴を活かした
プログラムを作成できる。

行動観察

自分たちの作品について発
表できる。

行動観察・自己評価

他者の作品をルーブリックを
もとに評価できる。

行動観察・他者評価

他者の意見を参考に改善
することができる。

行動観察・プリント

□指導と評価の計画

関 思 知

1 6
micro:bitとは

① ①

2 10

課題解決

①② ① ①②

3 1

発表会

②③

4 1
反省と課題

③ ④

計 18

令和２年度

micro:bitを用いて、ブロック型のプログラミングについて学習する。さらに、JavaScript等でのプログラミングに挑戦するとともに、ものづくりをする機会
を通して、問題の発見・解決に向けて情報技術を効果的に活用する力を身に付ける。

知識・理解

情報の科学 実施年度

関心・意欲・態度

科目名

単元番号 プログラミング教育単元名

思考・判断・表現

①

課題を明確にし、micro:bitの特徴を
活かしたプログラムを考えることができ
る。
作品の工夫点を表現することができ
る。

思考・判断・表現関心・意欲・態度

micro:bitをどのように活用するか興
味を持って学習しようとする。

①

行動観察

micro:bitを使って何ができ
るか自分で調べようとする。

技

③

プログラミングしたものの
動作について理解する力
を身に付けている。

行動観察・発表

行動観察

文書作成ソフトやプレゼン
テーションソフトを使い、作
成することができる。

行動観察・プリント

発表を行うことができる。

備考

論理的に物事を理解する
力を身に付けている。

課題を発見し、論理的に物事を考
える力を身に付けている。

担当者名

技能

知識・理解

行動観察行動観察

micro:bitを用い、プログラ
ムを組むことができる。

①①

技能

micro:bitを用い、プログラムを組む
ことができる。
プレゼンテーションを作成できる。

③

②

④④

学習目標と主な学習活動

④

本時の位置

具体の評価規準

との対応

相互評価や他者からでた意見をもとに、よりよくなるような改善点を
考える。 ①

①②

micro:bitを実際に使用し、micro:bitでできることを知る。
どんな風にプログラミングするかを学ぶ。

自分たちの作った作品を発表する。
ルーブリックをもとに評価する。

③

課題を見つけ、micro:bitを用いて解決できないか考える。
micro:bitを用いてプログラミングを組む。
試行を繰り返し、作りたいものに近づける。
企画書・プレゼンテーションようの準備をする。

①

③

授

業

番

号

単位

時間

数

②

課題点を見つけ、改善点を
見つけようとする。

③

主題

④

②

行動観察

micro:bitを用いて、課題を
解決しようとする。

②
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①－2 本巣松陽高等学校 「情報の科学」学習指導案 

 「プログラミング教育」 

担当者 実施日 年 月 日

17 時間目 ／

関 思 技 知

5

② ③

40 ③

5

科目名 情報の科学 令和

単元名 プログラミング教育 18 時間数

主題 micro:bitを使って身の回りを便利にしよう。

本時間の
学習目標

前回までに作成したmicro:bitの作品をプレゼンテーションとともに発表し、相互評価をしよう。【思考・判断・表現】【技術】

評価

具体の評価規準との

対応
評価方法

導
入

0.micro:bitにダウ
ンロードし準備す
る。

1.前回までに行っ
てきたことの確認

2.評価方法の説
明

前回までに作成したmicro:bitの作品を企画書・プレゼンテーション
を使い発表会を実施する。

評価方法を理解する。

グループワークごとに座らせる。
全グループ、micro:bitの準備が
完了しており、即発表に移れる状
態か確認する。

評価方法の説明をし、各グルー
プの企画書と評価プリントを配布
する。

行動観察

段
階

分 内容・ねらい 学習活動 指導上の留意点

ま
と
め

5.他グループの
発表を見てどう
だったか、自分た
ちの発表はどう
だったか評価す
る。

行動観察
相互評価

以下、3・4を繰り
返す。

時間を無駄にしないために進行
をスムーズに行う。

展
開

3.発表 発表が可能なグループは実演する。
（1グループ5分程度）

ハキハキと大きな声で発表させ
る。

聞き手は静かに話を聞き、相互
評価させる。

行動観察
発表

4.評価 発表グループの作品を評価する。

他グループの発表を見た感想と自己評価をする。 micro:bitを用い、開発する過程
での様子なども書くようにするよう
に促す。
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② 岐阜各務野高等学校 「情報と問題解決」単元指導計画 

 「問題解決の評価」 

時間数 13

□単元の目標

□学習活動における具体の評価規準と評価方法

日常生活の中にある問題を
発見し、解決策を立案する
ことができる。

[Post-it]

問題が解決できているのか
を評価し、改善策を考えるこ
とができる。

行動観察・成果物

問題解決のためのプロトタイ
プについて発表することが
できる。

発表・グループ評価シート

□指導と評価の計画

関 思 知

1 1

「micro:bit」の
活用

2 1

問題の発見、
調査・分析、
解決策の立案 ① ①

3 5

解決策の実施
結果の評価

②

4 5

プロトタイピン
グの手順

①② ② ③

5 1

問題解決の発
表と評価

③ ③

計 13

令和２年度

日常生活の中にある問題を発見し、問題解決の基本的な手順を踏み、問題解決のためのプロトタイプを作成し、試行錯誤を重ねながら問題解決の
仕組みを理解し、情報技術を効果的に活用する力を身に付ける。

情報と問題解決

技能

実施年度

関心・意欲・態度

情報の各分野に関する基礎的・基
本的な技術を身に付け、合理的に
計画し、その技術を適切に活用す
ることができる。

[T1]
[T2]

知識・理解

関心・意欲・態度

科目名

単元番号 問題解決の評価単元名

思考・判断・表現

プログラム

micro:bitのもつボタンス
イッチ、光センサ等を動か
すことができる。

情報の各分野に関する諸課題の解
決を目指して思考を深め、基礎的・基
本的な知識と技術を基に、情報産業
に携わる者として適切に判断し、表現
する創造的な能力を身に付けてい
る。

思考・判断・表現

情報の各分野に関する諸課題につ
いて関心を持ち、その改善・向上を
目指して主体的に取り組もうとする
とともに、実践的な態度を身に付け
ている。

・左記の【】は評価方法、[]は
アプリ名を指します。
・生徒のプログラムの診断的
評価をする。

技

③

問題解決の基本的な手
順について理解してい
る。

プレゼンテーション資料

自己評価シート

プロトタイプのためのプログ
ラムを作成することができ
る。

・「身近にある問題解決」の発表を見る。
・4人のグループを構成し、グループ毎に活動をする。
・ブレーンストーミングやKJ法を使い、身近にある問題点を洗い出
し、アイデアをまとめる。【付箋】
・[Post-it]にアイデアをまとめ、[iTunesU]に投稿する。【[Post-it]】

①

プログラム

②

発表のためのプレゼン
テーション資料を作成でき
る。

行動観察

ブレーンストーミングやKJ
法で新しい発想が形成さ
れることを理解している。

情報の各分野に関する基礎的・基
本的な知識を身に付け、現代社会
における情報及び情報産業の意
義や役割を理解している。

担当者名

技能

①

知識・理解

付箋

・生徒がプロトタイピングの手
順を踏んでいるか確認する。
・改善策を考えているか確認
する。

・本時の位置
・総括的評価をする。

③

・生徒が問題解決の基本的
な手順を踏んでいるか確認
する。

自己評価シート

プロトタイピングの手順に
ついて理解している。

・見本の発表をする。
・ブレーンストーミングの原則
を説明し、生徒から多くのア
イデアがでるように促す。

備考

①

・問題解決のためのプロトタイプについて発表する。【発表】
・発表者のプロトタイプを評価する。【他者評価シート】
・「アイデア」「デザイン」「プログラム」「プレゼン準備」「発表」それぞ
れ取組みについて[MetaMoJi]にグループで評価する。【グループ評
価シート】

学習目標と主な学習活動

・問題解決の基本的な手順について確認する。
・問題解決の基本的な手順を踏み、プロトタイプを作成する。【プロ
グラム】
・発表のためのプレゼンテーション資料を作成する。【プレゼンテー
ション資料】
・「手順」「アイデア」「デザイン」「プログラム」「プレゼン準備」それぞ
れ取組みについて[MetaMoJi]に自己評価する。【自己評価シート】

②③

・プロトタイピングの手順について確認する。
・プロトタイピングの手順を踏み、発表の練習をする。【行動観察】
・成果物を写真に収め、iPadアプリ[iTunesU]に投稿する。【成果物】
・「手順」「アイデア」「デザイン」「プログラム」「プレゼン準備」それぞ
れ取組みについて[MetaMoJi]に自己評価する。【自己評価シート】

・iPadアプリ[micro:bit]を使い、micro:bit本体にプログラムを実機転
送し、micro:bitのもつボタンスイッチ、光センサ等を動かす。【プログ
ラム】

具体の評価規準

との対応
授

業

番

号

単位

時間

数
主題

②

行動観察

①

問題解決の発表に向け
て、積極的に準備をしてい
る。 ②

試行錯誤を重ね、プロトタ
イプの改善を積極的に行っ
ている。①

③

②

③

発表者に注目し、発表者
のプロトタイプを評価してい
る。

他者評価シート
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②－2 岐阜各務野高等学校 「情報と問題解決」学習指導案 

 「問題解決の評価」 

担当者 実施日 年 月 日

13 時間目 ／

関 思 技 知

③

③

ま
と
め
5 ③

グループ毎に考察した身近にある問題を解決するためのプロトタイ
プについて発表する。
※１グループ3～4分×10グループ

他者評価

他者評価
シート

発表

[T1]
時間を守れない発表の場合は、
発表を打ち切る。
タイムスケジュールを確認する。

[T2]
機器トラブルの場合に支援する。

[T2]
発表を聞いている生徒が発表者
に注目していない場合は、注目
するように促す。

発表を聞いている生徒は、他者評価シートに発表者のプロトタイプ
を評価する。

グループ評
価シート

[T1]
他者評価シートとグループ評価
シートの提出期限を周知する。

グループ毎で「アイデア」「デザイン」「プログラム」「プレゼン準備」
「発表」それぞれ取組みについてグループ評価シートにまとめる。

本時のまとめ

本時間の
学習目標

分
段
階

本時の主題

プレゼンテーショ
ン（発表）

5

35

問題解決のためのプロトタイプについて発表することができる。【思考・判断・表現】
発表者に注目し、発表者のプロトタイプを評価する。【関心・意欲・態度】

評価方法
学習活動

評価

具体の評価規準との

対応指導上の留意点

前時までに準備したプロトタイプ（試作品）を用意し、プレゼンテー
ションの準備をする。

[T1][T2]
プレゼンテーションの準備を支援
する。

課題を確認する。
「身近にある問題を解決しよう。」

[T1]
プレゼンテーションに臨む姿勢と
聞く姿勢を確認させる。

プレゼンテーショ
ンの準備

展
開

科目名

導
入

内容・ねらい

時間数

主題

単元名 問題解決の評価

[T1]
[T2]

令和

問題解決の発表と評価

情報と問題解決

13

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 12 - 

（２）高等学校情報科授業改善委員会参加者 

 

 授業力向上推進プロジェクト委員 

  岐阜県立本巣松陽高等学校  教  諭  大 野 幸 代 

  岐阜県立岐阜各務野高等学校  教  諭  夏 川 慶 章 

   

 

 教科指導担当 

  岐阜県教育委員会教育研修課  指導主事  小 川 陽 介 

  岐阜県教育委員会教育研修課  指導主事  役   正 好 

 


